
































Geology of A Few Areas in Fukui Prefecture
Ⅵ：Kamishihi Area of the Left-side of the Kuzuryu-gawa River, Monjusan-Sanriyama Area and Nuibara 























































































































































































で，南東に 20°程度の傾斜である．越前市不老付近では，北北東走向で東に 10°から 20°の傾斜である．
池田町野尻から寺谷付近では，北東走向で北西に 30°程度の傾斜である．西谷層の分布は狭く，また，
基盤岩を不整合で被覆しているので，これらの姿勢が本来水平面であったという確証が得られない．
そのため，中央山地全体の構造解析には躊躇する．そこで，別の方法を採用することにする．
この地域は，①古期岩石類，②濃飛流紋岩類（＋足羽層），③西谷層（西谷流紋岩とその下部に発
達する礫岩層），それに④糸生層が分布する．中央山地の地質構造を論ずる基準面として，①と②の
境界，②と③の境界，③と④の境界を取り上げることができる．しかしながら，②の分布は散点的で
あることから，①とまとめて，古期岩石類（①＋②）とし，それらと新期岩石類（③＋④）に区分し
た中央山地全域の地質図を図６に示す．西谷層（③）と糸生層（④）の境界は不整合面であるが凹凸
が少なく，一体と扱っても問題は生じない．
もう少し詳しく述べると，濃飛流紋岩の噴出前に大々的な変動があった．飛騨片麻岩に古期花崗岩
類が貫入し，その後に手取層群の堆積があった．この間に，古期花崗岩類が地表に到達する程度には
削剥が進んでいた．この地域の手取層群の地層面は局部的に急傾斜になっているが，広い範囲でみれ
表１：福井県越前中央山地の地質層序表
 （飛騨外縁帯に属する地質体については割愛）
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図６：越前中央山地の大局的な地質分布
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ば分布表面の標高はほぼ平坦である．その後，足羽層や濃飛流紋岩が堆積したが，現在中央山地でそ
れらの分布が確認できるところは散点的であり，散点的に堆積したのか，あるいは広い範囲に堆積し
たものが，その後の侵食により分布が散点的になったのかははっきりしないが，足羽層は散点的に堆
積し，濃飛流紋岩類は広域的に堆積したのであろう．濃飛流紋岩堆積後，両者はあまり変形を受けな
かったが，著しい侵食を受け分布が散点的になり，その後に西谷層や糸生層などの新期岩石類が堆積
した．西谷層と糸生層は構造的にも層序的にも密接に伴っており，噴出時期も接近しているので，日
本海開裂時の初期に西谷層，少し遅れて糸生層が噴出したと思われる（石渡，2004）．西谷流紋岩に
対比可能とされている月長石流紋岩質溶結凝灰岩が北陸層群など日本海側に広く分布しており（石田
ほか，1998），この考えを裏付ける．
古期岩石類は鯖武盆地（福井平野の南部を指す）を挟んだ越前市西域（丹生山地）にも広く発達す
る（梅田，2014）．中央山地の基盤である古期岩石群の西方境界は，越前町梅浦から北東方向に延び
ていると思われる．1969年版の福井県地質図では断層線が引かれ，その北西側に中新世及びそれ以
降の火山岩・堆積岩が，南東側に花崗岩類や濃飛流紋岩が分布している．2010年版福井県地質図で
は断層線は引かれていないが，ほぼ同じ位置に分布の境界があるように思われる．地表では断層が確
認できなくとも，地下では北東－南西方向の断層があると考えられる．その北東延長は九頭竜川沿い
の古期岩石の分布西端近く（永平寺町五松橋付近）を通っているのではないか．この断層はおそらく
中新世の火山活動や堆積作用に関係した古い断層であり，日本海開裂の際に発生したのではないだろ
うか．
1891年の濃尾大地震では，池田町野尻の南東側では地形変形が確認されている．松田（1974）に
よれば，温見断層に沿って野尻まで左ずれの変位が確認されているが，その北西側では変形が見つか
らず，断層の末端が野尻であると解釈される．野尻集落の東側では山地の隆起が起こっている．野尻
から北に流れる足羽川に沿って過去の断層が存在し，温見断層に沿う水平変形がこの断層で終了し，
東側での隆起運動に転化したものと思われる．過去からの隆起量は 100から 150m程度と見積もられ
る（服部，2013）．池田町千代谷地区の部子川に沿って断層が存在する．この断層に沿っても 100ｍ
前後の垂直変位が推定される．これらの断層以外にもいくつかの断層の存在が推定されている（服部，
2013）．また活断層の存在も推定されている（活断層研究会，1991編）．いずれも 100mを超える垂直
変位を示すことはない．以上の観察から，中央山地全体の大局的変形を議論するには，野尻－金見谷
間の花崗岩部分の隆起を除いて，断層による変位は無視できる．
中央山地の中央部を南北に古期岩石が露出し，その上を足羽川が流れている．仮に足羽川が存在し
ないとすると，足羽川による侵食作用も存在しない．足羽川両側の地形的高所には糸生層が露出して
おり，高所を結ぶと古期岩石類は，野尻－金見谷間の花崗岩類を除いて全て糸生層の下に隠れてしま
う．すなわち足羽川が存在しないと，中央山地中央部の古期岩石群は確認できないことになる．この
解釈に従えば，中央山地の古期岩石群は地質変形の結果露出しているのではなく，足羽川による侵食
により下にあったものが顔を見せたにすぎない．言い換えれば，古期岩石群と新期岩石群はほぼ水平
な不整合面をもって積重しているのである．それでは，なぜ中央山地の中央を足羽川が流れているか
という問題が発生するが，そのことについては現時点では明快な説明はできない．
越前中央山地，鯖武盆地，それに丹生山地側の古期岩石群の分布を大きく見てみよう．越前中央山
地側では北東側に緩く傾いているようである（古い岩石が南西部の粟田部地区，文殊山・三里山地域
に出現している）．丹生山地側では，古期岩石群が南東側に出現し，若い岩石群が北西側に分布して
いる．よって，大局的には褶曲軸が南北で，北に沈む背斜構造があり，さらに軸部が陥没していると
考えることができる．背斜構造ができた時期と陥没構造ができた時期については，今のところ，鯖武
盆地を作り出す第三紀末から第四紀の地盤変動に属するものであろうとしかいえない．なお，足羽川
より東側と北側の大局的な構造については今の時点では議論することはできない．
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あとがき
この論文は，2010年版福井県地質図の不備を補うために行った調査の結果の一部である．筆者は
南条山地の中・古生層の地質研究を専門としており，越前中央山地の第三紀層を専門とはしていない．
そのため，本論の記述などに不備があったり，誤解を招く表現があったりすると思われるが，お許し
願いたい．
本研究を進めるにあたり，福井大学地学教室の諸先生および長い間の共同研究者である梅田美由紀
氏には多大な支援を受けた．記して感謝する．
文　献
藤　則雄，1958：福井県足羽川中流における手取層群の新分布と手取植物群の新産地について．地質
学雑誌，64，157-158．
福井県，1969：15万分の 1福井県地質図幅および同説明書．福井県，117p．
福井県，1976：福井県自然環境保全基礎調査報告書，300p．
福井県，1984：土地分類基本調査「鯖江・梅浦」，53p．
福井県，1987/1988：土地分類基本調査「大野」，43p．
福井県，1988：土地分類基本調査「永平寺」，43p．
福井県，1999：今立町の足羽累層礫岩．福井県のすぐれた自然（地形・地質編），福井県．139．
福井県，2010：福井県地質図２010年版および同説明書．福井県建設技術公社，173p．
服部　勇，2011：福井県内のいくつかの地域の地質．その 1：巣原－水海地域，冠山－金草岳地域，
杣山地域．日本海地域の自然と環境，18号，1-12．
服部　勇，2012：福井県内のいくつかの地域の地質．その 2：越前市東部から池田町南西部の地域お
よび福井市美山地域．日本海地域の自然と環境，19号，1-12．
服部　勇，2013：福井県内のいくつかの地域の地質．その 3：池田町北部地域，福井市小和清水－芦
見地域，および福井市東俣－大野市上丁地域．日本海地域の自然と環境，20号，1-12．
石田勇人・石渡　明・加々美寛雄，1998：新第三系北陸層群の鷲走ヶ岳層群月長石流紋岩質溶結凝灰
岩．地質学雑誌，104，281-295．
石渡　明，2004：14.2　月長石流紋岩　大陸縁のリフト帯火山活動．日本地質学会編集　日本地方地
質誌　中部地方，334-335．
活断層研究会（編集），1991：新編日本の活断層―分布と資料―．東京大学出版会，437p．
河合正虎，1956：飛騨山地西部における後期中生代の地殻変動．地質学雑誌，62，559-573．
前田四郎，1961：福井県足羽川流域の手取層群．地学雑誌，70，65-69．
松田時彦，1974：1891年濃尾地震の地震断層．地震研究所速報，13，85-126．
Matsuo,H.,1961:AstudyintheAsuwaFlora（LateCretaceousage）intheHokurikuDistrict,CentralJapan.
Sci.Rept.KanazawaUniv.,no.8,177-250.
Matsuo,H.,1970:OntheOmichidaniFlora（UpperCretaceous）,innersideofcentralJapan.Trans.Proc.
Palaeont.Sci.Japan,N.S.,80,371-389.
中江　訓・小松原　琢・吉川敏之，2015：冠山地域の地質．地域地質研究報告（５万分の１地質図幅）．
産総研地質調査総合センター，107p．
大村明雄，1968：福井県大野郡西谷村付近に分布する本戸累層の堆積学的研究．地質学雑誌，74，
217-231．
佐藤　正，2008：手取層群アンモナイトの総括的リスト．深田地質研究所年報，９号，79-107．
田久保実太郎・鵜飼保郎・笹嶋貞雄，1954：坂東島鉱山・巌銅鉱山調査報告．地下資源の全貌（福井
県経済商工課），241-252．
Tsukano,Z.andMiura,S.,1959:OntheupperCretaceousformationandrelatedsomeproblemsinthewestern
partoftheHidaPlateau,Japan.Mem.Fac.Lib.Art,FukuiUniv.,no.9,123-137.
―37―
福井県内のいくつかの地域の地質　その６：九頭竜川左岸部の上志比地域，文殊山・三里山地域および福井市縫原地域
梅田美由紀，2014：福井県内のいくつかの地域の地質　その 4：越前市吉野瀬川北側（鬼ヶ岳－大虫
地域）．日本海地域の自然と環境，24号，119-128．
山田敏弘・横山一己・椚座圭太郎，2005：砂岩中の砕屑性粒子の化学性に基づく足羽川流域の手取層
群の層序対比．日本地質学会学術大会講演要 112，227．
山田敏弘・森嶋　輝・松本みどり，2008：福井県足羽川流域に分布する上部ジュラ－下部白亜系手取
層群の層序．福井県立恐竜博物館紀要　7，83-89．
安野敏勝，2004：福井県美山町の手取層群脊椎動物化石の産出．福井市自然史博物館研究報告，51号，
1-4．
安野敏勝，2006：福井県美山町の手取層群の化石について（Ⅱ）．福井市自然史博物館研究報告，52号，
29-41．
吉川博輔，1988：地形分類図．土地分類基本調査「永平寺」5万分の 1．福井県，13-20．
吉澤康暢，1977：福井県竹田川中流域の地形と地質．福井県教育研究所紀要，71号，111-121．
吉澤康暢，1988：表層地質．土地分類基本調査「永平寺」5万分の 1．福井県，21-28．
吉澤康暢，2014：三国町安島の黒曜石．福井市自然史博物館研究報告．61号，1-10．
難読地名
味真野　　あじまの　　　　　　足羽川　　あすわかわ　　　　　　粟田部　あわたべ
安島　　　あんとう　　　　　　糸生　　　いとう　　　　　　　　不老　　おいず
金見谷　　かなみだに　　　　　上志比　　かみしひ　　　　　　　栗住波　くりすなみ
五松橋　　ごしょうばし　　　　鯖武盆地　さばたけぼんち　　　　轟　　　どめき
中丁　　　なかようろ　　　　　仁位　　　にい　　　　　　　　　縫原　　ぬいばら
羽生川　　はにゅうかわ　　　　部子川　　へこがわ　　　　　　　発坂　　ほっさか
比島　　　ひじま　　　　　　　保田　　　ほた
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